
○横浜市国際学生会館条例施行規則 
平成6年1月14日 
教委規則第2号 

横浜市国際学生会館条例施行規則をここに公布する。 
横浜市国際学生会館条例施行規則 
 

(趣旨) 
第1条 この規則は、横浜市国際学生会館条例(平成5年12月横浜市条例第69号。以下「条

例」という。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 
 

(宿泊室の使用者の範囲) 
第2条 条例第4条第1項第4号に規定するその他教育委員会規則で定める者は、宿泊室の区

分に応じ、次のとおりとする。 
(1) 単身室については、横浜市内の大学、高等専門学校又は専修学校(学校教育法(昭和

22年法律第26号。以下「法」という。)第1条及び第124条に規定する大学、高等専門

学校又は専修学校をいう。以下同じ。)に通学する者で、条例第4条第1項第1号の規定

に該当しないもの 
(2) 臨時宿泊室については、出入国管理及び難民認定法(昭和26年政令第319号)別表第1
の3の表に規定する短期滞在の在留資格を有する者 

(3) その他指定管理者が認めたもの 
2 条例第4条第2項に規定する教育委員会規則で定める宿泊室の使用者の範囲についての

制限は、単身室及び家族室を使用する場合に、次のとおりとする。 
(1) 条例第4条第1項第1号及び前項第1号に規定する大学に通学する者は、大学の学生で

あって、その修業年限が法第87条又は第108条第2項に該当する者若しくは修士課程又

は博士課程にある者とする。 
(2) 条例第4条第1項第1号及び前項第1号に規定する専修学校に通学する者は、専修学校

の学生であって、法第125条に掲げる専門課程にある者とする。 
(平17教委規則5・平19教委規則18・一部改正) 
 

(開館時間) 
第3条 条例第5条に規定する教育委員会規則で定める横浜市国際学生会館(以下「会館」と

いう。)の開館時間は、火曜日から土曜日までは午前9時から午後9時までとし、日曜日、

月曜日及び国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)第3条に規定する休日にあっ

ては午前9時から午後5時までとする。ただし、宿泊室は、この限りでない。 
2 教育長は、前項の規定にかかわらず、特に必要があると認める場合は、開館時間を変

更することができる。 
(平14教委規則6・一部改正) 
 

(休館日) 
第4条 条例第5条に規定する教育委員会規則で定める会館の休館日は、次のとおりとする。 

(1) 毎月第4月曜日。ただし、その日が、国民の祝日に関する法律第3条に規定する休日

に当たるときは、その翌日 
(2) 1月1日から1月3日まで及び12月29日から12月31日まで 

2 教育長は、前項の規定にかかわらず、特に必要があると認める場合は、休館日に開館

し、又は休館日以外の日に開館しないことができる。 
(平14教委規則6・一部改正) 
 

(指定管理者の公募) 
第5条 教育長は、条例第6条第2項の規定により公募を行う場合は、あらかじめ、指定管

理者の指定の基準を定め、かつ、これを公にしておくものとする。 
(平17教委規則5・追加) 



 
(指定申請書の提出等) 

第6条 指定管理者の指定を受けようとするものは、指定申請書(第1号様式)を教育長に提

出しなければならない。 
2 前項の申請書には、条例第6条第3項に規定する事業計画書及び次に掲げる書類を添付

しなければならない。 
(1) 定款、寄附行為、規約その他これらに類する書類 
(2) 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書 
(3) 前項の申請書を提出する日の属する事業年度の収支予算書及び事業計画書並びに

前事業年度の収支計算書及び事業報告書 
(4) 会館の管理に関する業務の収支予算書 
(5) その他教育長が必要と認める書類 

(平17教委規則5・追加、平24教委規則3・一部改正) 
 

(使用期間) 
第7条 条例第9条に規定する教育委員会規則で定める施設の使用期間は、次のとおりとす

る。 
(1) 単身室及び家族室 使用の許可を受けた期間の初日が4月1日から12月31日までの

場合にあっては、翌年の3月31日までとし、1月1日から3月30日までの場合にあっては、

その年の3月31日までとする。ただし、指定管理者が必要があると認めた場合は、1年
に限り延長することができる。 

(2) 研究者室 1年 
(3) 臨時宿泊室 1月 

(平17教委規則5・旧第5条繰下・一部改正、平24教委規則3・一部改正) 
 

(許可の手続) 
第8条 条例第10条第1項の規定により施設の使用許可を受けようとする者は、次の書類を

指定管理者に提出しなければならない。 
(1) 単身室及び家族室を使用しようとする者にあっては、単身室・家族室使用許可申請

書(第2号様式)及び推薦書(第3号様式) 
(2) 研究者室を使用しようとする者にあっては、研究者室使用許可申請書(第4号様式) 
(3) 臨時宿泊室を使用しようとする者にあっては、臨時宿泊室使用許可申請書(第5号様

式) 
(4) 研修室又はホールを使用しようとする者にあっては、研修室・ホール使用申請書(第

6号様式) 
2 前項の使用許可の申請は、次の期間にしなければならない。 

単身室及び家族室 1月4日から1月31日まで 
その他 使用しようとする日の2か月前から2日前まで 

3 指定管理者は、前項にかかわらず、特に必要があると認めるときは、前項に定める期

間を変更し、又は前項に定める期間以外の期間を定めることができる。 
4 指定管理者は、条例第10条第1項の規定により許可をしたときは、使用許可書(第7号様

式)を、許可をしないときには、使用不許可書(第8号様式)を申請者に交付する。 
(平14教委規則6・平14教委規則18・一部改正、平17教委規則5・旧第6条繰下・一

部改正、平24教委規則3・一部改正) 
 

(宿泊室の入室) 
第9条 宿泊室の使用許可を受けた者は、使用許可書に記載されている使用の開始日から1
週間以内に入室しなければならない。 

(平17教委規則5・旧第7条繰下) 
 

(宿泊室の使用者の費用負担義務) 



第10条 宿泊室の使用に伴う電気、温水、水道及び下水道の使用料は、使用者の負担とす

る。 
(平17教委規則5・旧第8条繰下) 
 

(使用上の義務) 
第11条 使用者は、指定管理者又は会館職員の指示に従い、会館の施設を正常な状態に保

つため、必要な注意を払わなければならない。 
2 宿泊室の使用者は、使用許可を受けた者以外の者に宿泊室を使用させてはならない。 
3 宿泊室の使用者は、宿泊室を他の者に貸し付け又は居住以外の用に供してはならない。 
4 宿泊室の使用者は、宿泊室を模様替えし、または改装してはならない。 
5 使用者が自己の責に帰すべき事由によって会館施設をき損したときは、指定管理者の

指示により、これを原状に復し、またその損害を賠償しなければならない。 
(平17教委規則5・旧第9条繰下・一部改正) 
 

(使用料の後納) 
第12条 条例第12条第2項ただし書に規定する教育委員会規則で定める使用料を後納とす

る場合は、次のとおりとする。 
(1) 使用者が疾病にかかったとき。 
(2) 災害により使用者が著しい損害を受けたとき。 
(3) その他教育長が特に認めるとき。 

2 使用料の後納を受けようとする者は、使用料後納申請書(第9号様式)を教育長に提出し

なければならない。 
3 後納の使用料は、教育長が指定する期限までに納付しなければならない。 

(平14教委規則18・一部改正、平17教委規則5・旧第10条繰下・一部改正、平24教
委規則3・一部改正) 
 

(使用料の減免) 
第13条 条例第13条の規定により使用料の額の全部又は一部を免除することができる場

合は、次のとおりとする。 
(1) 第2条第1項第3号の規定により指定管理者が認めた者で、国又は地方公共団体が招

請し、条例第4条第1項第2号に該当するもの(これに準ずる者を含む。)が、宿泊室を使

用するとき。 
(2) その他教育長が特に必要があると認めるとき。 

2 使用料の減免額は、その都度教育長が定める。 
3 使用料の減免を受けようとする者は、使用料減免申請書(第10号様式)を教育長に提出し

なければならない。 
(平14教委規則18・一部改正、平17教委規則5・旧第11条繰下・一部改正、平24教
委規則3・一部改正) 
 

(使用料の返還) 
第14条 条例第14条ただし書に規定する教育委員会規則で定める既納の使用料を返還す

ることができる場合は、次のとおりとする。 
(1) 使用の承認を受けた者が使用許可書に記載されている使用の開始までに使用しな

い旨を申し出て、相当の理由があると教育長が認めたとき。 
(2) 使用の承認を受けた者の責に帰することのできない事由によって使用の開始又は

継続ができなくなったとき。 
2 条例第14条ただし書の規定により使用料の返還を受けようとする者は、使用料返還申

請書(第11号様式)を教育長に提出しなければならない。 
(平14教委規則18・一部改正、平17教委規則5・旧第12条繰下・一部改正、平24教
委規則3・一部改正) 
 



(委任) 
第15条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。 

(平17教委規則5・旧第17条繰上) 
 

附 則 
(施行期日) 

1 この規則は、教育委員会規則で定める日から施行する。ただし、第13条から第16条ま

での規定は、公布の日から施行する。 
(平成6年4月教委規則第15号により同年5月1日から施行) 

(経過措置) 
2 この規則の施行後最初の審査会の招集は、教育長が行う。 
 

附 則(平成9年3月教委規則第5号) 
この規則は、平成9年4月1日から施行する。 
 

附 則(平成12年6月教委規則第13号) 
この規則は、平成12年7月1日から施行する。 
 

附 則(平成14年3月教委規則第6号) 
この規則は、平成14年4月1日から施行する。 
 

附 則(平成14年11月教委規則第18号) 
この規則は、公布の日から施行する。 
 

附 則(平成17年2月教委規則第5号) 
この規則は、公布の日から施行する。 
 

附 則(平成19年11月教委規則第18号) 
この規則は、学校教育法等の一部を改正する法律(平成19年法律第96号)の施行の日から

施行する。 
(施行の日＝平成19年12月26日) 
 

附 則(平成24年2月教委規則第3号) 
この規則は、平成24年4月1日から施行する。 

 
附 則(平成28年2月教委規則第2号) 

この規則は、平成28年4月1日から施行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第1号様式(第6条第1項) 
(平17教委規則5・追加、平24教委規則3・一部改正) 

 
指定申請書 

 
年  月  日   

 
 (申請先) 
  横浜市教育委員会教育長 
 

所在地        

申請者 団体名        

代表者氏名        

 
 横浜市国際学生会館の指定管理者の指定を受けたいので、申請します。 
 
 (注意) 申請に際しては、次の書類を添付してください。 
 (1) 事業計画書 
 (2) 定款、寄附行為、規約その他これらに類する書類 
 (3) 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書 
 (4) 指定申請書を提出する日の属する事業年度の収支予算書及び事業計画書並びに前

事業年度の収支予算書及び事業報告書 
 (5) 横浜市国際学生会館の管理に関する業務の収支予算書 
 (6) その他教育長が必要と認める書類 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4)  



第2号様式(第8条第1項第1号) 
(平14教委規則18・全改、平17教委規則5・旧第1号様式繰下・一部改正) 

(表) 
単身室・家族室使用許可申請書 

 
年  月  日  

 (申請先) 
 
 横浜市国際学生会館の居室を利用したいので許可し

てください。 

 なお、使用が許可された場合は、条例その他の規定に

違反しないこと及び使用許可期間が満了する日に許可

を受けた宿泊室を原状に復し、退館することを誓約しま

す。 

顔写真ちょう付(3cm×2.5cmで、最近6か月以内に撮影

したもの) 

 
自署：        

氏名 氏 名 国籍   
( フ

リ ガ

ナ) 

    性別 □男 □女 

生 年

月日 
年  月  日(  歳) □私費 □国費 □外国政府派遣 

現 住

所 
(郵便番号    )  (電話番号        ) 

学

校 ・

学

部 ・

学

科 ・

課 程

等 

(4 月からの

在籍校) 
大学・大学院・短期大学・専門学校 

学部・課程 

学科・研究科   年 

( 転 )

入学 

年 

月 

卒 業

予定 

年 

月 

(現在の在籍校)  

大学・大学院・短期大学・専門学校・学校 

学部・課程 

学科・研究科   年・研究生 

使 用

期間 
年 月 日から 年 月 日 居室種類 □単身室 □家族室 

  
使 用

者 の

氏名 

氏名 性別 年齢 在留資格 申請者との関係 

        本人 

        配偶者 

        子 

        子 

        子 

 
(裏面に続く。) 

(A4) 
 
 



(裏) 
授業料 年支払額          円［授業料免除 □なし □全部 □一部］ 

収入・支出

の状況 

(月額) 

収入 支出 
奨学金 円 家賃(本人負担額)(注) 円 

奨 学 金 名

［          

 ］ 

［家賃総額        円］ 

仕送り 円 授業料(注) 円 

アルバイト

収入 
円 食費 円 

同居人・保

証人等の援

助 

円 光熱水費 円 

その他の収

入 
円 交通費 円 

    その他の支出 円 

合計 円 合計 円 

現在の住居 □民間アパート・マンション □公的宿

舎・大学寮 

□その他の寮 □親戚等と同居・ホーム

ステイ 

□その他(     ) 

入居期限 年  月まで 

   室   畳・m2  個室(あり・な

し) 

台所(専用・共同・なし) 風呂・シャワー

(専用・共同・なし)       トイレ

(専用・共同) 

同居人 なし・ 

あり(  )

人 

申請回数 □初めて  □2回目  □3回目  □4回目以上 

(注意) 家賃及び授業料を証明する書類を添付すること。 
申請の理由(経済状況、住宅事情、国際交流意欲等) 
      

  

  
  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  
  

 

 

(A4) 
 



第3号様式(第8条第1項第1号) 
(平14教委規則18・全改、平17教委規則5・旧第2号様式繰下・一部改正) 

 
推薦書 

年  月  日  
 (申請先) 
 

推薦者 学校名        

所在地        

氏名        (公印) 
記載者 所属        

氏名        

(電話          ) 
 
 私は、次の者を横浜市国際学生会館を使用するにふさわしいと認め、推薦します。 
 なお、使用が許可された場合には条例その他の規定を遵守するよう指導します。 

氏名   
学校・学部・学科・課程等   

(転)入学 年  月 卒業予定 年  月 

 
 
推薦理由(推薦しようとする者の学業、性格、経済状況、生活状況等) 
      

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  
  

  

 
(注意) 推薦者は、大学、短期大学にあっては学長又は学部長とし、専修学校にあっては

校長とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
 



第4号様式(第8条第1項第2号) 
(平14教委規則18・旧第4号様式繰上・一部改正、平17教委規則5・旧第3号様式繰

下・一部改正) 
研究者室使用許可申請書 

年  月  日 
 (申請先) 
 
  
  横浜市国際学生会館の研究者室を利用したいので許可してください。 

自署：        

氏名 氏 名 性別 男女 

(フリガナ)     国籍   
生年月日       年   月   日(   歳) 

本国における住所  (郵便番号       ) 

 

(電話番号         ) 

職業 学校又は会社名 
部署・地位・身分 

所在地・電話番号          (電話番号         ) 

使用期間      年   月   日から     年   月   日 

 
 
使用者の氏名   申請者との関係 

 
 
日本における研究機関 学校又は会社名 

部署・地位・身分 

所在地・電話番号          (電話番

号         ) 
申請の理由   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 



第5号様式(第8条第1項第3号) 
(平14教委規則18・旧第5号様式繰上・一部改正、平17教委規則5・旧第4号様式繰

下・一部改正) 
 

臨時宿泊室使用許可申請書 
 

年  月  日 
 (申請先) 
 
  
  横浜市国際学生会館の臨時宿泊室を利用したいので許可してください。 

自署：        

氏名 氏 名 性別 男女 

(フリガナ)     国籍   
生年月日       年   月   日(   歳) 

本国における住所 (電話番号         ) 

使用期間      年   月   日から     年   月   日 

 
 
使用者の氏名   申請者との関係 

横浜市国際学生会館内の使用者氏名   申請者との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
 



第6号様式(第8条第1項第4号) 
(平14教委規則18・旧第6号様式繰上・一部改正、平17教委規則5・旧第5号様式繰

下・一部改正) 
 

研修室・ホール使用許可申請書 
 

年  月  日 
 (申請先) 
 

住所        

 
申請者 

 
氏名        

(法人の場合は、名称・代表者の氏名) 
 
  横浜市国際学生会館の施設を使用したいので許可してください。 
行事名   
使用目的及び内容   
予定人員                          

人 

使用日時    年   月   日 (  )   時   分～ 

時   分 

使用施設 研修室A   研修室B   ホール 

入場料等の徴収  無料        有料(      円) 

付帯設備の使用   
連絡先  氏名                (電話番

号     ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
 



第7号様式(第8条第4項) 
(平14教委規則18・旧第7号様式繰上、平17教委規則5・旧第6号様式繰下・一部改

正) 
 

使用許可書 
 

第     号 
年  月  日 

 
       様 

 
  
  
  次のとおり横浜市国際学生会館の施設の使用を許可します。 
施設の種類      号室(単身室・家族室・研究者室・臨時宿泊室) 

研修室A・研修室B・ホール 

使用期間   年  月  日から    年  月  日まで 

  年  月  日( )    時  分から  時 

分まで 
使用料  月額・日額           円 

特記事項 同室を使用できる者は、             と

する。 

 
 (注意) 
  1 宿泊室の使用にあたって、使用開始許可日から1週間以内に使用を開始しない場合

は、この許可が取り消されることがあります。 
  2 使用料は、指定された日までに納めないと使用はできません。 
  3 電気、水道、湯水費などは使用者の負担です。 
  4 横浜市国際学生会館条例に定める使用料が変更されたときは、その額とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
 



第8号様式(第8条第4項) 
(平14教委規則18・旧第8号様式繰上、平17教委規則5・旧第7号様式繰下・一部改

正、平28教委規則2・一部改正) 
 

使用不許可書 
 

第     号 
年  月  日 

 
          様 

 
  
  
     年  月  日に申請のありました横浜市国際学生会館の施設の使用について

は、次のとおり不許可とします。 
施設の名称   
許可しない理由   
担当課   
適用   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
（備考） 
   様式の下欄には、教示について記載することができる。 
 



第9号様式(第12条第2項) 
(平14教委規則18・旧第9号様式繰上・一部改正、平17教委規則5・旧第8号様式繰

下・一部改正) 
 

使用料後納申請書 
 

年  月  日 
 (申請先) 
  横浜市教育委員会教育長 
 

住所        

 
申請者 

 
氏名        

 
  次のとおり横浜市国際学生会館の使用料を後納にしてください。 
施設名 単身室    家族室    研究者室    臨時

宿泊室 

使用許可書の番号及びその年月日     第      号      年  月 

日 
後納しようとする金額          円 

  年      月から  年      月まで 

月分 

  年  月   日から  年  月   日まで 

日分 

後納を受けようとする理由   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
 



第10号様式(第13条第3項) 
(平14教委規則18・旧第10号様式繰上・一部改正、平17教委規則5・旧第9号様式

繰下・一部改正) 
 

使用料減免申請書 
 

年  月  日 
 (申請先) 
  横浜市教育委員会教育長 
 

住所        

 
申請者 

 
氏名        

 
  次のとおり横浜市国際学生会館の使用料を減免してください。 
施設名 単身室    家族室    研究者室    臨時

宿泊室 

使用許可書の番号及びその年月日     第      号      年  月 

日 
減免を受けようとする理由   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 
 



第11号様式(第14条第2項) 
(平14教委規則18・旧第11号様式繰上・一部改正、平17教委規則5・旧第10号様式

繰下・一部改正) 
 

使用料返還申請書 
 

年  月  日 
 (申請先) 
  横浜市教育委員会教育長 
 

住所        

 
申請者 

 
氏名        

 
  次のとおり横浜市国際学生会館の使用料を返還してください。 
施設名 単身室    家族室    研究者室    臨時

宿泊室 

使用許可書の番号及びその年月日     第      号      年  月 

日 
返還を受けようとする金額          円 

  年      月から  年      月まで 

月分 

  年  月   日から  年  月   日まで 

日分 

返還を受けようとする理由   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(A4) 


